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取扱説明書 

(保証書付を） 



このたびは、トヨトミ遠ホが線電気パネルヒーターをお買いボめいただを、まことにありびとうございまず。 

参ご使用の前に、必ずこの「取扱説明書」をお読みいたださ、正し < ご使用 < ださい。 

お読みになった後は、大切に保管していただき、取扱いのわからないとさや、不具合び生じたとさにお役立て 
<ださい。 
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安全上のごま意(よく読んで必ずお守りくださし、。) 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ぎ、本機をま全に正し < 使用するために、必ずお守りいただく 
ことを説明してしなす。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を;欠の表示で区分し、説明しています。 


A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱し)をすると、人び死 t 、重傷を負う可能性、または 
乂災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意に AUTI 日 N ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の 
発生び想定される内容をおしています。 


•お守りいただく内容を、;欠の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® 

この絵表示は、 r 禁止」されている 
内容です。 

OC 

この絵表示は、必ずしていただく 
r 指示」内容です。 


•説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただ < ための内容び記載されています。 


么警告 (WARNING) 

参電源は交流100 VL ソがで使用しない。 

1 00 V け外の電源を使うと、電気部品び過熱したり、火災感電の 
原因になります。 



0 

禁止 


♦乳幼巧やお年害り、身体の不自由な方には、付き添いなしでは 
使用しない。 

やけどをおこずおそれびあります。 



0 

禁止 


参が出中は使用しない。 

火災の原因になりまず。 


♦電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつをの 
なしけうに根元まで確実に差し込む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の原因に 
なります。 


0 

禁止 



参壁コンセントか！5延長コードを使用して運転しない。また他の 
電気器具とは共用しない。 

火災や感電、電源プラグの発熱の原因にな0ます。 



参屋内の壁コンセントで2口]^上になっていてを単独で使用する。 

100 VI 已 A な上のコンセントか植認する。また、他の電気器具の 
電源プラグは同じコンセントに差し込み使用しない。 

屋内配線(壁の中の配線)の電気容量び許容量を超え、火災や感電や 
電源プラグの発熱の原因になりまず。 

参電源コードは、束ねたり、弓 I っ張ったり、物をのせたり、加熱 
したり、加工したり、物と物との間にはさんだりしない。 

電源コードび破損ずる原因になりまず。 

傷んだまま使用ずると感電や火災などの原因になりまず。 




0 

禁止 






















































么警告 (WARNING) 


♦電源コードを製品の下に踏んで使用しない。 

電源コードび破損する原因になります。 

傷んだまま使用すると感電や火災などの原因になりまず。 



0 

禁止 


参放熱□•吸込□のすを間に、ピンや針など金属物等、また指を 
入れない。 

内部にふれたり異常加熱して、火災や感電、やけどの原因に 
なります。 


0 

禁止 


>踏み台にしたり、腰をかけたり、寄りかかったりしない。 

転倒して、けびの原因になります。また脚部分や製品自体の破損の 
原因になります。 



0 

禁止 


参本機を無理やり広げない。 

本機び破損した0、内部配線びショートして感電の原因に 
なります。 



0 

禁止 


♦本機を広げて移動しない。 

手を滑らせて製品を落下させる原因になります。破損、けびの 
原因になります。 



0 

禁止 


参電源プラグの巧を差しにより本機の運転を停止をしない。 

感電や火災の原因になりまず。 



0 

禁止 


♦ま全器のヒューズの代わりに針金や銅線などを使わない。 

故障や火災の原因になります。 



0 

禁止 


♦落雷のおそれびあるときは、運転を停止し電源プラグをコンセント 
か！5巧く。 

落雷の程度によっては、故障の原因になりまず。 


電源乃グを巧く 


参可燃性ガスび発生ずる場所やたまる場所では使用しない C 

弓 I 火して火災の原因になることびありまず。 


巧 

LPG 


0 

禁止 


参腐食性ガスび発生する場所やたまる場所では使用しない C 

ヒーターの割れ、断線など、故障のおそれびあります。 




0 

禁止 


参スプレー左やカセットこんろ用ボンべや炭酸飲料などを、 
本機の近くに置かない。 

熱で宙の圧力び上び0、爆発や弓 I 火の原因とな0ます。 


の|| 



0 

禁止 





























































警告 (WARNING) 

♦殺虫剤などを吹をつけない。 

変色やひび割れの原因になります。 

吹 


10 

P 禁止 

参カーテン•ふとんなど、 燃え やすいをのの近くで使用しない。 ^ 

火災のおそれびあります。 

< 


0 

4 禁止 

♦本機に巧類や洗たく物等を、のせたり、近くに置かない。 

変形•火災の原因になりまず。 


禁止 

参改造はしない。また修理技術ちがの人は、絶対に分解したり、 

修理•改造をおこなわない。 

火災•感電•けびの原因にな 0 まず。 ジグ^ 


1 ® 

^分解禁止 

参異常時（こげくさい等）は、運転を停止して 電源: 
か！ 5 巧き、お買いボめの販売店または、別紙の 
一覧 にご相談ください。 

異常のまま運転を続けると、故障や感電•火災の房 

プラグをコンセント 
お客様相談窓 □ 

真因になります。 電源 乃苑巧く 

参修理は、お買い求めの販売店または、別紙の 
一覧 にご相談ください。 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感 i 
なりまず。 

お客様相談窓 □ 

置•火災等の原因に 

実施 


A 注意 (CAUTION) 


参電源プラグを巧くときは、電源コードを持たずに、必ず先端の 
電源プラグを}寺って巧<。 

電源コードをちって抜 < とお線び破損してショート•感電•発火の 
原因になります。 



参使用時 L ソ外は、電源プラグをコンセントか 5 巧く。 

けびややけどの原因になった0、絶縁劣化による感電•漏電火災の 
原因になりまず。 





参電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセントの差し込みび 
ゆるいときは、使用しない。 

電源コードや電源プラグび異常に発熱し、溶けたり変形して、 

感電•ショート•発火の原因になります。また、コンセントの 
差し込みびゆるいと感じた時は工事業ちに依頼してコンセントを 
取り替えてください。コンセントを交換してち異常に発熱している 
場合は販売店に修理依頼して < ださい。 

参温室•飼育室などの人のいない場所では使用しない。 

予測でさない事故び発生するおそれびあ0まず。 



〇 

確認 


0 

禁止 
























































A 注意 (CAUTION) 


♦使用中や使用直後は、本体ガード部などの高温部にふれない。 

やけどの原因になります。 

特にお子様にごを意<ださい。 



♦乾燥など、他の用途(工場、業務用など)に使用しない。 

本機の変形や過熱して発火することびあります。 



0 

禁止 


♦水平なところで使用する。 

本機び転倒してけびの原因にな0まず。 


参毛足の長いじゅうたんの上では使わない。 

転倒によるけびやじゅうたんの変色、へこみの原因になります。 


0 

禁止 



♦フ レームを はずして使わない。 

本機び転倒してけびの原因になります。 


0 

禁止 


参犬や猫などのペットの暖房用には使わない。 

ペットび本機や電源コードを傷め、火災の原因になるおそれび 
ありまず。 


参本機に、 7 K をかけない。また湿気のをい場所では使用しない。 

水などびかかると、内部に浸水して、絶縁劣化による感電や 
漏電火災の原因になりまず。 

水などびかかったら、使用を中止して販売店の点検を受けて 
<ださい。 


0 

禁止 



水めれ禁止 


♦使用初期段階において揮発性有機化合物、カルボニル化合物等び 
放散し、においび出ることびあります。その際には充分換気を 
おこなって<ださい。 

ご使用ととをに、においは少なくなります。 


〇 

指示 


♦巧類やその他異物などを本機にはさみこんだり、本機の前面 
(放熱ち向)に置かない。 

火災や故障の原因にな0まず。本機と可燃物との離隔距離を 
守ってください。 



♦本機は、壁や燃えやすい物(可燃物)か！5 
ち図の寸法を離して使用する。 

左ち面のどちらか一ちは、壁や家具等を 
置かないでください。 



〇 

まわりから離ず 



















































各部のなまス 


0\mm 

(正面） 


過熱防止装置 


フ□ントパネル 



操作部 


製品表面温度検知部 
(本体内蔵） 


^ガード 


(奥側マイカヒーター) 


谐風 


(本体が倒れたりしたとさに 
通電を止めます。） 


U ヤパネル 



\ 





切タイマーランプ- 
入タイマーランプ 


(Sfiir) 


運転 

入/切 


a 


色 CO 


lora 

1円 11 巧 


R 


〇高 

〇 

© 

◎ 低 


温度調節 


切タイマ三 


乂タイマ- =■ 


-運転ランプ 


運転入/切ボタン 


-エコランプ 
- e 巳0ボタン 

パネル通電ランプ 

パネル切替ボタン 


一 温度調節ランプ 


-温度調節ボタン 


タイマー時間 
表示ランプ 

-切タイマーボタン 

-入タイマーボタン 




蝶ナット (4 個） 


フレーム 押さえ板 (4 個） 


フレームに 本) 






















































































































組み立てかた 


/ 

A ミち意 

♦組み立てび完了するまでは、電源プラグをコンセントに差し込まない。 

0 

けびや感電をするおそれびあります。 



禁止 J 


1 . 本機を閉じたげ態でどち！5かのリヤパネルを下にして、 
やわ5かい巧などをひいたち定した台に置きます。 

(本機は台か5脚部をずらして置いてください。） 


2. 脚にフレームを取り付けます。 





4. 附属の蝶ナット2個とインヴート 
ボルトをネジ止めして、フレーム 
押さえ板を固定します。 



本機の上下を反対にして！〜4までをおこなって、ちう一ちのフレームを取り付けて固定してください。 

己.本機を静かに起こします。 

参本体を両手でしっかりと支え、静かに起こして < ださい。 

参フレームにガタツキびないか、充分確認してください。 








































に使用方法 


r 


A 警告 


参電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、ガタつをの 
ないように根元まで確実に差し込む。 

ほこ 0 び付着した 0、 接続び不完全な場合は感電や火災の 
原因になります。電源プラグにたまったほこりなどは定期的に 
掃除をして < ださい。 


o 

確認 

♦壁コンセントか！5延長コードを使用して運転しない。また 
他の電気器具とは共用しない。 

火災や感電、電源プラグの発熱の原因になります。 

1 

容 

参屋内の壁コンセントで2口]^上になっている物でも単独で 
使用ずる。1 OOV 1 已 AL ソ上のコンセントか確認する。また、 
他の電気器具の電源プラグはコンセントに差し込み使用しない。 

屋内配線の電気容量をオーノ（一し、火災や感電や電源プラグの 
発熱の原因になります。 



0 

"禁止 

♦電源コードは、束ねたり、引っ張ったり、物をのせたり、 

加熱したり、加工したり、物と物との間にはさんだりしない。 ^ \ 

電源コードび破損する原因になります。 ^ 

傷んだまま使用すると感電や火災などの原因になります。 ^ 

iG 

< 、 ゾ 


/ 

A ま意 

V 

参運輯中や運転直後はパネルを開閉しない。また、本体 
ガード部などの局温部|しふれない。 

ガードやその付近（特に金属部分）は高温になっています。 

充分;令やしてからでないとやけどの原因になります。 

特におモ様にごを意ください。 



度触禁止 

♦使用初期段階において揮発性有機化合物、カルボニル化合物 
等び放散し、においび出ることびあります。その際には充分 
換気をおこなってください。 

ご使用ととちに、においは少なくなります。 

〇 

指示 


/ 

参電源プラグを抜かずに運転入/切をおこなった時は、]回前に切った状態を記憶 
しています。再度「入」にした時は記憶されている状態で運転を開始します。ただし、 
電源プラグを抜いた時には記憶していた状態び消去されまず。 

お知らせ 

参自動的に温度調節をおこなラため、マイカヒーターの ON / OFF 切替する毎に「カチッ」 

と音びします。コント□ーラー内でスイッチを ON / OFF 切替ずるための音であり異常 
ではありません。 


参熱びこを0やすい場所での使用や他の暖房器具などの影響、または通気□びふさびれて 
いるなどの原因で、本体内部び過熱ずると、過熱防止装置び働さずベての運転を停止 
します。そのような場合は、過熱の原因を取り除き、本機を;令してから再度運転をさせて 
ください。原因を取り除いてを過熱防止装置び働さ、すべての運転び停止してしまった 

V 

ときは 

お客様相談窓 □一覧 

にご欄くださし、 , 

















































G パネルを開けたり閉じたりして使ラつ 


/ 

A 警告 

参本機を無理やり広げない。 

本機び破損したり、内部配線びショートして感電の原因になります。 

0 

V 


禁止 J 


/ 

A ま意 

V 

\ 

♦本機を無理に引きず5ない。 (X \ 

床やじゅラたんを傷つけることびあります。 

禁止 

参 運転中や運転停止直後はパネルを開閉しない。また、本体 
ガード部などの局ミ届部 L ふれない。 

ガードやその付近（特に金属部分）は高温になっています。 

充分;令やしてからでないとやけどの原因になります。 

特にお子様にごを意<ださい。 


fl 

度触禁止 

J 







本機は閉じた状態 （0°) か5開いた状態 （1 已已つまで無段階に開閉して運転びできる構造です。上の図の 
ように両側のパネルの端をしっかり持ってゆっくり開けたり閉じたりしてご使用ください。 


ぉが C ++ ♦ホ機の手前側をかし （5 cm 程度）持ち上げ、ヒンジ部分をホむに広げると、スムーズに 
広げることびでさます。 

V_^_ J 




































































厂通常運転） 

お好みの温度、ヒーター出力を設定すると、設定されたヒーター出力で 
お好みのミ届度に応じて自動的に温度調節運転をおこないます。 

① 電源プラグをコンセントに差し込む 

参ブヴー音び鳴ります。 

② I 運転入/切 ボタンを押す 

参ブヴー音び鳴り、運転ランプ、パネル通電ランプ、温度調節ランプび 
点灯します。 

③ I 温度調節 ボタンでお好みの温度に設定する 

参押すごとにブヴー音び鳴り、温度調節ランプび「高」から「ほ」に 
切り替わります。 

参温度は4段階で設定でさまず。 

〈温度のめやす〉 高…約 30° C 、 ほ…約] 8む 

巧) I パネル切替 ボタンでヒーター出力を設定する 

•押すごとにブヴー音び鳴り、ノ Gg レ通電ランプび切り替わります。 



600 W 30日 W OFF 


己00 W 300 W 

圍4圍 

パネル切替 L 

因 一口 1 一口 

直!一直!一固 

パネル切替 R 

ボタン 

ボタン 


I 設定された溫宴に虽品をコント□ールずるため、自動的にヒーターは入、切を！ 
1繰り返します。ヒーターび切のときは、パネル通電ランプを消灯し ます。」 


運転 

入/切 




⑥ 懼転入/切1 ボタンを押し、運転を停止させる 

参ブヴー音び鳴り、運転ランプ、ノ ネル通電ランプ、温度調節ランプび消灯しまず。 

参ご使用後は、運転ランプび消灯していることを確認してから、電源プラグをコンセントから抜いてください。 


(エコ運転） 

エコ運転とは 

参設定温度と室内温度の差に応じて自動的にヒーター出力び切り替わるセーブ運転です。室温びほいとさは 
強運転ですばやく暖め、お部屋び暖まってくるとヒーター出力を一段階ずつ下げて温度をゆるやかに 
コント□ールします。 

参設定温度よりを少しほめの温度で温度調節をおこない、ヒーター出力をセーブします。 




寒いとさ 


暑いとさ 



設定のしかた 


の通常運転中に尼5可ボタンを押す 

参ブヴー音び鳴り、エコランプび点打しまず。 

参一度設定すると設定び記憶されるため、次回運転時はエコ運転を開始 
します。 

※エコ運転中は、ヒーター出力は自動切替となるため、 I パネル切替 ボタン 
によるヒーター出力の設定はでさません。 


解除のしかた 


②エコ運転中に医写司ボタンを押す 

参ブヴー音び鳴り、エコランプび消打し、解除されまず。 

解除後はエコ運転前の設定にをど0まず。 

参電源プラグを抜いたり、停電びあった場合は自動的に解除されます。 
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温度調節 


⑨ 


お 

[: 


ぶ 

切タイマ—; 
乂タイマー 


切夕っゾーな定 

①運転中に 两^イマー ボタンを巧す。 

参ブヴー音び鳴り、切タイマーランプび点滅してタイマー時間表示ランプび 
点灯します。 

( D 切タイマーランプび点滅している間に、 「面^ ボタンを押す。 

参巧すごとにブヴー音び鳴り、タイマー時間表示ランプび切り替わります。 
お好みの時間に合わせて < ださい。 

户1 ( h ) 一 2( h ) 一 4( h ) 一 6( h ) 一 嫩消）^ 


③切タイマーセット完了 

参数砂ずると切タイマーランプび点滅から点灯にかわ0、切タイマーび 
セットされます。 

参時間の経過とともにタイマー時間表示ランプび切り替わり、残りの時間を 
表巧しま9'。 

参設定した時間び経過すると自動的にブヴー音び鳴0、運転を停止します。 
参切タイマーをセットした後でを、 I 切タイマー I ボタンを巧せば設定時間を 
変えることびでさます。 


解除のしかた 

随常運転に戻る場合] 

参 pfa 刀タイマー I ボタンを切タイマー時間表おランプび消灯するまで数回 
巧します。 

ブヴー音び鳴り、切タイマーランプび消灯して通常運転に戻ります。 
[運転を停止ずる場合] 

参 [)1 転入/切 I ボタンを押します。 

ブヴー音び鳴り、ずべてのランプび消灯して運転を停止します。 


eco 



運転 

入/切 


. 本機には切タイマーと入タイマー機能び付いていますび、両方の機能を同時にセット 

ojiUDt ? でさません。最後にセットした入タイマーをしくは切タイマーの設定び優先されまず。 

V J 


タイマ—時間表おランプ 切タイマ—ラン 


高 


お 

◎ ◎ 


温度調節ランプ 


i 


。八ネル通電ランプ 


切夕 V マ—ボタン 



運輯入/切ボタン 
運転ランプ 


プ 








































































入タィマー設定 

の停止中または運転中にをき^3ボタンを押ず。 

参ブヴー音び鳴り、入タイマーランプび点滅してタイマー時間表おランプび 
点打します。 

( D 入タイマーランプび点滅している間に、ボタンを押す。 

参巧すごとにブヴー音び鳴り、タイマー時間表おランプび切り替わります。 
お好みの時間に合わせてください。 

户1 ( h ) 一 2( h ) 一 4( h ) 一 6( h ) 一 嫩消）^ 


③入タイマーセット完了 

参数砂すると入タイマーランプび点滅から点灯にかわり、入タイマーび 
セッ h されます。 

セット完了後は、運転ランプ、入タイマーランプ、タイマー時間表お 
ランプび点灯しまず。 

※運転中に入タイマーセットをおこなった場合は、セット完了と同時に 
ブヴー音び鳴り、運転を停止します。 

参時間の経過とともにタイマー時間表おランプび切り替わり、残りの時間を 
表巧しま9'。 

参設定した時間び経過すると自動的にブヴー音び鳴り、運転を開始します。 
参入タイマーをセットした後でを、 L 入タイマー I ボタンを押せば設定時間を 
変えることびでさます。 


解除のしかた 

♦ I 運転入/切 I ボタンを巧す、または I 入 タイマ ~ 1ボタンを入タイマー時間 
表示ランプび消打するまで巧します。 

ブヴー音び鳴り、ずべてのランプび消口して入タイマー予約は解除されまず。 


8時間自動オフタイマー 

運転を開始してから目時間後に運転を自動停止し、切り忘れを防止しまず。 
※運転中にボタン操作をおこなった場合は、操作終了後から8時間後に 
停止します。 

参自動停止時は、ブヴー音び鳴り、運転ランプび点滅を繰り返してお知らせ 
します。 

運転入/切 I ボタンを巧すと運転ランプは消灯し、オフタイマー作動 
表示は解除されまず。 

参切タイマーび設定されている時は、切タイマーの設定び優先されます。 


運車を 

入/切 


〇 
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温度調節 


L I " 

⑨、、レ 
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入タイマー1 
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パネル通 
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温度調節ランプ 


タイマ—時間表示ランプ 


入タイ 7— ランプ 


入タイマ I ボタン 



運輯入/切ボタン 
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お手入れのしかた 


A 警告 


>修1里技術ち LU がの人は、絶対に分解したり修理•改造はおこなわない。 

発火したり、異常動作してけびをすることびありまず。 


分解禁止 



] 箇月に]〜2回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着した 
ほこりや巧れを取り除いてください。 


♦電源プラグは、ほこりび付着していないか確認する。 

A 盛 dz 発火、火災の原因にな0まず。 


確認 

























































修理を依頼される前に 


次の表に従ってお調べいただき、お買いボめの販売店または、別紙のお客様相談窓□一覧にご連絡くださし、。 


1" 症状 

調べるところ-原因 

対策-対処方法 ^ 

運転しない 

停電していませんか。 

他の電気器具を確認して < ださい。 

電源プラグびコンセントにしっかり 
差し込まれていまずか。 

電源プラグを確実にコンセントに差し込んでください。 

暖か<ならない 

温度調節びりを」になっていませんか。 

温度検知部の温度び設定してしぶ温度に達していて、 
ヒーターの通電を止めている場合びありまず。温度 
調節を r 高」にしてください。 

においびずる 


使用孤期段階において揮発性有機化合物、カルボニル 
化合物等び放散し、においび出ることびありまず。 
その際には充分換気をおこなってください。ご使巧 
ととをに、においは少なくなりまず。 

音びずる 


カチッ'''ヒーターの通電をおこなラスイッチの音で 
異常ではありません。 

カチカチ…ヒーターび熱により膨張、収縮ずる音で 
異常ではありません。 

ジィ—ヒーターび熱によりわずかに振動ずる音で 
異常ではありません。 

電源プラグび熱い 

V 

コンセントの差し込みび確実に 
おこなねれていなし、。または、コンセントに 
電源プラグを差し込んでちガタツキび 
ありませんか。 

電源プラグを確実に差し込んでください。それでち 
ガタツキびあるとさには、工事業ちに依頼して 
コンセントを交換して < ださい。コンセントを交換してち 
電源プラグび異常に過熱してしぶ場合は お客様相談 
窓□一覽 にごホ目談ください。 J 


異常報知について 


本機が異常のときは安全装置び働きまず。 


f 症状 

調べるところ-原因 

対策-対処方法 

運転ランプび点滅 
している 

本機内部び異常過熱しているおそれび 
ありまず。 

本機びおおわれていないか、吸込口びふさびれて 
いないかなど、過熱の原因を取り除き、本機を冷して 
から再度運転させてください。原因を取り除いてち 
過熱防止装置び働さ運転び停止してしまったとさは 

お客様柏談窓□一覧 にごホ目談ください。 

本機び傾いていませんか。 

転倒スイッチび作動して運転しません。 

安定した平らな床面でご使用ください。 

運転スイッチを巧ずと運転、またはタイマー予約び 
解除されまず。再度運転させて、タイマー予約等を 
おこなってください。 

通電中やタイマー予約中に本機を 
傾けた0しませんでしたか。 

パネル通電ランプが 
LR 期こ庶威している 

温度検知ずるセンサーび故障した 
可能性びありまず。 

お買い巧めの販売店か別紙の お客様柏談窓□一覧 

にご連絡ください。 

温度調節ランプび 
全て点滅している 

製品表面温度を検知ずるセンサーび 
故障した可能性びありまず。 

ずべてのランプび 
点滅している 

V 

本機の内部こ熱びこもってしぶおそれび 
ありまず。 

お買い巧めの販売店か別紙の お客様柏談窓□一覧 

にご連絡ください。 

※電源プラグをコンセントから抜くまで異常報知は 
解除されません。 , 


保管のしかた 


参使用しないとき、保管するときは、おず電源プラグをコンセントか5巧く。 

けびや、感電、漏電の原因になりまず。 


A ミ主意 



参保管するとをは、お子様や本機の操作ち法を知5ない人などがふれない 
ところに保管する。 

けびや事故の原因となることびあります。 



電源乃グを巧く 


0 

禁止 



















































© I お手入れのしかた I にしたがって、手入れをしてください。 

⑥お買いボめのときの包装箱に入れるか、ポリ袋をかぶせて、湿気の少ない所に 
保管してください。 

参包装箱におしまいになるとさは、 I 組み立てかた I との逆の順序でフレームを 
本体か b はずして < ださい。 

( D 取扱説明書は大切に保管してくださし、。 




型 式 

EPH -123 

コー長さ 

約2.0 m 

電 源 

交流 100 V 50/60 HZ 

寸法 

開いた時 

巾畐92 0 mm * 奥手了 2] 2 mm * 局さ已 07 mm 

定格消費電力 

] 200 W 

閉じた時 

巾畐49日 mm * 奥れ ■32 Smm * 局さ己日 7 mm 

パネル開□角度 

0~]已已° 

質 量 

約 7.3 kg 

を全装置 

過熱防止装置,弓 

転倒スイッチ.製品表面温度検知センサー，温度過昇防止装置 


保 ME とアフターサービス 


广保証にっいてつ 

参この製品には保証書がっいています。 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお渡しいたしますので、所定事項の記入および記載内容を 
ご確認のラえ、大切に保管して < ださい。 

参保証期間はお買い巧めの曰か 53 年間です。 

保証書の記載内容によりお買いまめの販売店び修理いたしまず。 

なお、保証期間中でを有料になることびありますので、保証書をよ < お読み < ださい。 

参保証期間経過後の修理にっいては、販売店にご相談ください。 

修理によって機能び維持でさる場合は、お客様のご要望により修理いたします。費用など詳しいことは 
お買いまめの販売店にご相談<ださい。 

当社は、販売店からのミ主文により、補修用性能部品を販売店に供給します。 

参電気ヒーターの補修用性能部品の保有期間は、製造巧切り後6年です。 

性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


〇7フタ—サービスについて） 


A 警告 

参修 a 技術ち L ソがの人は、絶対に分解したり修理-改造はおこなわない。 Pf . 1 

発火したり、異常動作してけびをすることびあります。 

分解禁止 ； 

f 使用中に異常び生じたときは、直ちに電源プラグを巧を、お買い 
巧めの販売店に修理を依頼してください。 

アフター サービスをお申しつけいただくときは、ちのことをお知 
^ 5せ<ださい。 J 


ぐ 、 

型 式... EPH-123 

故障状態…でさるだけ詳しく 
ごち名-ご住所-お電話番号 

V > 


参アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買いホめの販売店または別紙の 
お客様相談窓□一覧 I にご相談<ださい。 

参ご贈答、ご転居により、お買いホめの販売店のアフターサービスを受けられな<なる場合は、前をって 
販売店にご相談<ださい。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させていたださます。 


お客様相談窓 □ 


株式会社 

ホームぺージ http :// www . toyotomi.jp 
本社 干4日 7-08 已已 

名古屋市瑞穂区桃園町5番17号 
フ U - コール 0120-1 04-1 已 4 
TEL 〈〇已2〉822-1144 
FAX 〈〇已2〉822-2742 

※別紙の お客様相談窓□-覧表」 を参照してください。 


















































トヨトミ電気ヒーター保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなラことをお約束するちのです。 

お買いホめ曰から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のラえ、お買いホめの販売店に修理をご巧頼ください。 


型式 EPH -123 

保証期間お買い巧め曰より3年間 

※お買い巧め曰 

年 月 

曰 

※お客様 ご芳名 


様 

干 □□□-□[ 



ご住所 



〔電話 

( ) 

) 

V 


J 


(※印欄に記入びない、あるいは購入'支払いを証明するちのびない場合は 
無効となりまずか日必ずご®語ください。） 


【無料修理 


※販売店名•住所•電話ま号 


国^ = 名ち屋巿瑞穂区桃園町巳ま17号 

の^ ェ、でた L 占 干 4 日 7- 0855田 052-822-1 144 

規定】 


1 . お買いホめ曰から上記な証期間中に、取扱説明書、本体 
貼付ラベル等のま意書に従った正甫な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容によ0、お買いホめの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入曰- 
支払いを証明するちのをご提示のラえ、お買いホめの 
販売店または当社にご依頼ください。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. 保証期間内でち、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼付ラベル等のを意書に従わない 
使用上の誤0、及び不当な修理や改造による故障及び 
損傷。 

(口）お買いホめ後の器具の転倒、落下、衝撃等による故障 
巧び損イ台 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害に 
よる故障及び損傷。 

(二） 一般家庭用し U 外(例えば、業務用の長時間使用、車両- 
船舶への搭載など)に使用された場合の故障及び損傷。 

(ホ）本書のご提示びない場合。 

(へ）本書にお買いホめ年月曰•お客様名'販売店名の記入の 
ない場合、あるいは字句を書を替えられた場合。通信 
販売等で購入され、それを証明する商品の送り状- 
支払明細書の提示びない場合。ネット販売等を利用 
した個人売買品や譲;度品、中ち品(再生品)の修理。 

(卜）部品の消耗による部品交換及びメンテナンスの費用。 

已.本書は日本国内においてのみ有効です。 

巨.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
な管してください。 


♦このな証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて 
無料修理をお約まするものでず。従ってこの保証書によって、 
イ呆証書を発行しているち（な証責任ち）、及びそれ(がの 
事業ちに対するお客様の法律上の権利を制限するちのでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買いホめの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

♦イ呆証期間経過後の修理、補修用性能部品の巧有期間について 
詳しくは、取扱説明書の r な証とアフターサービス」の項を 
ご覧ください。 

参お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
な証期間内のサービス活動、及びその後の安全点検活動の 
ために利用させていただ<場合びあ D ますので、ご了承 
ください。 


修理メモ 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

EPH -123 

お買い巧め年月日 

\ 

年月 曰 

お買い求め店名 

V 

(電話番号 ）（ ) 一 

J 



























